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.
第
一
章

南
部
の
私
大

一

南
部
の
私
大
と
は

か
つ
て
、
旧
暦
十
二
月
が
小
（
二
十
九
日
）
な
ら
ば
、
大
（
三
十
日
）
に
直
し
、
大
晦
日
・
翌
年
の
元

日
な
ど
を
頒
暦
か
ら
一
日
遅
ら
す
風
習
が
、
日
本
の
北
部
、
主
に
南
部
氏
の
支
配
地
域
（
現
在
の
岩
手
県

と
青
森
県
の
東
半
分
）
に
あ
っ
た
。
こ
れ
が
「
南
部
の
私

大
」
と
い
わ
れ
る
風
習
で
あ
る
。

わ
た
く
し
だ
い

南
部
の
私
大
に
つ
い
て
は
、
工
藤
紘
一
氏(

「
南
部
の
私
大
」
『
岩
手
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』
第
十

九
号)

や
、
中
村
治
子
氏
「
南
部
の
私
大｣

『
暦
の
百
科
事
典
』(

暦
の
会
編
、
新
人
物
往
来
社)

な
ど
の
研

究
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

二

盛
岡
藩
の
私
大

二
ー
一

盛
岡
藩
雑
書
の
私
大

私
大
に
つ
い
て
の
史
料
は
江
戸
時
代
の
も
の
し
か
な
い
。
盛
岡
藩
に
は
「
家
老
席
日
記
」
が
残
っ
て
い

て
、
翻
刻
出
版
さ
れ
て
い
る
（
盛
岡
市
教
育
委
員
会
『
盛
岡
藩
雑
書
』
。
以
下
、
『
雑
書
』
と
略
称
す
る
）
。

こ
の
記
事
に
よ
っ
て
私
大
を
み
て
い
こ
う
。
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確
認
で
き
る
最
古
の
私
大
は
慶
安
二
年
で
あ
り
、
十
二
月
三
十
日
に
「
今
月
小
ニ
て
元
日
之
筈
ニ
候
へ

共
、
御
佳
例
ニ
て
如
此
」
と
あ
る
。
今
日
は
元
日
だ
が
、
佳
例
に
よ
っ
て
大
晦
日
に
す
る
と
い
う
。
翌
三

年
正
月
大
に
は
「
正
月
小

暦
雖
為
大
晦
、
依
先
例
吉
慶
、
旧
極
之
月
為
小
以
大
故
当
月
に
て
也
」
と
あ

り
、
正
月
大
は
十
日
の
日
付
が
欠
け
、
三
十
日
ま
で
あ
っ
た
。
し
か
し
日
数
は
二
九
日
で
、
小
の
月
と
な

る
。
こ
の
年
も
私
大
で
あ
り
、
翌
四
年
正
月
大
は
廿
九
日
で
終
わ
っ
て
い
る
。

次
の
私
大
は
承
応
元
年
で
あ
り
、
翌
二
年
正
月
大
は
廿
九
日
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
年
も
私
大
に
な

り
、
十
二
月
三
十
日
に
「
極
月
晦
日
」
と
あ
る
。
翌
三
年
正
月
大
は
慶
安
三
年
と
同
じ
く
、
十
日
が
欠
け

て
、
三
十
日
ま
で
あ
る
。

明
暦
二
年
十
二
月
小
は
廿
九
日
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、
な
ん
ら
か
の
理
由
で
私
大
が
中
止
さ
れ
た
よ

う
だ
。
翌
三
年
の
日
記
は
残
っ
て
い
な
い
。
次
の
万
治
二
年
も
私
大
の
年
で
あ
る
が
、
二
年
・
三
年
の
日

記
は
な
い
。

こ
の
後
の
私
大
は
、
「
盛
岡
藩
と
八
戸
藩
と
の
私
大
」
比
較
表
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
工
藤
氏
は
享

保
七
年
ま
で
の
記
事
を
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
を
見
る
と
、
十
二
月
が
廿
八
日
で
終
わ
る
と
か
、
翌

年
正
月
か
ら
一
日
削
除
さ
れ
て
い
な
い
年
が
あ
る
。
日
記
を
根
拠
と
し
て
い
る
の
で
、
日
付
の
正
確
さ
に

多
少
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
私
大
に
つ
い
て
興
味
あ
る
記
事
を
紹
介
し
よ
う
。

寛
文
五
年
は
私
大
だ
が
、
大
晦
日
に
火
事
が
あ
っ
た
。
翌
六
年
正
月
四
日
に

一

寛
文
五
年
極
月
大
ノ
晦
日
戌
ノ
刻
、
鹿
角
小
角
豆
沢
大
日
堂
焼
亡
、
神
火
ニ
て
可
有
と
別
当
申
参
候
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由
ニ
て
、
御
代
官
日
戸
十
内
今
日
申
上
ル
、
右
之
趣
九
左
衛
門
披
露
之

と
あ
る
。
そ
し
て
寛
文
八
年
は
私
大
に
な
っ
た
。
翌
九
年
正
月
小
の
月
末
は
廿
八
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
年

も
ま
た
私
大
で
、
翌
十
年
正
月
小
の
廿
八
日
に
「
小
ヲ
為
大
、
依
之
今
日
晦
日
也
」
と
あ
っ
て
、
廿
八
日

で
終
わ
っ
て
い
る
。

延
宝
四
年
も
私
大
で
、
翌
五
年
正
月
大
は
廿
九
日
で
終
わ
っ
て
い
る
。
同
五
年
の
私
大
は
、
翌
年
正
月

大
を
廿
九
日
で
終
わ
ら
せ
て
い
る
。
同
六
年
も
私
大
で
あ
り
、
翌
七
年
正
月
小
は
廿
八
日
で
終
わ
る
。
貞

享
二
年
も
私
大
だ
が
、
翌
三
年
の
日
記
は
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
年
も
私
大
で
あ
り
、
翌
四
年
正
月
大
は
廿

九
日
を
抜
い
て
、
三
十
日
で
終
わ
っ
た
。

元
禄
二
年
も
私
大
で
あ
り
、
翌
三
年
正
月
大
に
は
十
九
日
を
廿
日
に
直
し
、

一

今
日
よ
り
廿
日
ニ
御
直
可
被
遊
之
旨
、
昨
晩
山
田
太
右
衛
門
を
以
被
仰
出
之

と
あ
る
。
次
は
同
六
年
で
あ
り
、
翌
七
年
正
月
大
は
、
十
九
日
の
日
付
が
欠
け
て
、
廿
日
に
は

一

今
日
よ
り
暦
の
廿
日
直
ル
、
此
段
郡
山
・
花
巻
、
其
外
在
々
へ
申
遣
之

と
記
さ
れ
て
い
る
。
十
九
日
の
日
付
を
抜
い
て
、
廿
日
か
ら
頒
暦
の
日
付
と
合
わ
せ
る
こ
と
を
、
郡
山
や

花
巻
そ
の
他
の
地
域
へ
連
絡
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
で
領
内
一
斉
に
日
付
を
変
更
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
年
の
正
月
大
は
三
十
日
で
終
わ
る
。

そ
し
て
こ
の
年
も
ま
た
私
大
で
あ
っ
た
。
翌
八
年
正
月
十
三
日
に

一

来
十
九
日
よ
り
暦
の
廿
日
ニ
直
候
段
、
御
家
中
不
残
御
代
官
方
へ
手
紙
を
以
申
遣
之

十
九
日
が
な
く
て
、
廿
日
に
「
今
日
よ
り
暦
の
廿
日
ニ
直
ル
」
と
あ
る
。
正
月
大
は
廿
九
日
が
月
末
と
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な
っ
た
。

こ
う
し
て
盛
岡
藩
で
は
、
正
月
十
九
日
を
削
除
し
て
、
十
八
日
か
ら
廿
日
へ
飛
ぶ
と
い
う
日
付
修
正
法

が
、
こ
の
頃
に
確
定
し
、
明
治
ま
で
続
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
正
月
廿
日
に
は
芽
出
し
の
祝
儀
が
ず
っ
と
行

わ
れ
て
い
た
。
こ
の
祝
儀
が
重
要
な
の
で
、
そ
の
翌
日
か
ら
頒
暦
と
合
わ
せ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
廿

日
の
芽
出
し
と
は
い
っ
た
い
何
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
八
戸
藩
で
は
廿
日
の
芽
出
し
は
そ
ん
な
に
重
要
視

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

た
だ
し
、
宝
永
三
年
正
月
に
、
私
大
に
つ
い
て
重
要
な
記
事
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
八
日
は
日
付
の
み
で

あ
り
、
九
日
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

一

如
御
佳
例
、
旧
臘
小
之
時
は
、
依
御
国
之
私
大
、
来
ル
十
九
日
よ
り
暦
之
廿
日
御
直
被
成
候
所
、
当

年
は
今
日
よ
り
暦
之
九
日
ニ
御
直
被
成
、
向
後
旧
臘
小
之
時
は
右
之
通
可
仕
之
旨
、
毛
馬
内
左
膳
を
以
被

仰
出
、
御
家
中
諸
士
へ
御
目
付
中
原
清
九
郎
を
以
申
触
之
、
所
々
御
代
官
中
へ
老
中
よ
り
以
書
状
申
遣
之

私
大
の
翌
年
の
日
付
修
正
法
は
正
月
十
九
日
を
抜
か
す
よ
う
に
な
っ
た
は
ず
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
正
月

八
日
を
削
除
し
て
九
日
へ
飛
ば
し
、
し
か
も
こ
れ
は
領
内
で
一
斉
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
た
だ
し
こ
の
修
正
は
一
回
限
り
で
あ
っ
た
。

私
大
の
起
源
は
遠
い
時
代
ま
で
遡
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
風
習
が
江
戸
時
代
初
期
に
始
ま
っ
た
か
、

そ
れ
と
も
復
活
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
考
え
る
。
そ
れ
は
寛
永
時
代
に
、
私
大
を
廃
止
し
よ
う
と

し
た
藩
主
南
部
重
直
が
い
た
か
ら
で
あ
る(

『
祐
清
私
記
』)
。

二
ー
二

雑
書
以
外
の
私
大
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盛
岡
藩
田
名
部
の
菊
池
家
「
雑
書
」(

青
森
県
立
図
書
館
所
蔵)

は
数
年
分
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
私
大

に
触
れ
て
い
る
所
も
あ
る
。
寛
政
十
二
年
十
二
月
は
廿
九
日
の
後
に
大
晦
日
が
あ
り
、
翌
年
正
月
に
は
ま

ず
「
正
月
朔
私
大
」
と
あ
り
、
十
九
日
は
暦
の
廿
日
と
あ
り
、
廿
一
日
へ
続
く
。
文
化
六
年
に
は
大
晦
日

が
あ
り
、
翌
年
正
月
十
八
日
に
、

一

明
十
九
日
暦
之
廿
日
ニ
御
直
被
成
候
旨
、
諸
士
寺
院
在
所
触
ル

と
あ
っ
て
、
十
九
日
の
日
付
は
な
い
。

天
保
七
年
の
十
二
月
は
廿
八
日
で
終
わ
っ
て
お
り
、
翌
年
正
月
は
「
元
日
暦
の
二
日
也
」
と
あ
り
、
十

九
日
の
日
付
が
な
い
。

ま
た
盛
岡
藩
三
戸
の
石
井
家
「
万
日
記
」(

青
森
県
立
図
書
館
所
蔵)

に
は
、
文
久
二
年
十
二
月
三
十
日

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一

今
日
は
私
大
に
付
き
、
暦
の
元
日
に
相
当
候
所

一
応
は
大
晦
日
で
あ
り
な
が
ら
、
元
日
の
気
分
を
か
く
し
き
れ
な
い
気
持
ち
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
記
事
は
慶
応
元
年
十
二
月
三
十
日
に
も
見
ら
れ
る
。

一

晴
天
。
今
日
私
大
に
付
、
今
日
暦
の
元
日
。
『
世
事
百
談
』
に
曰
、
朝
旦
晴
れ
ば
万
物
不
成
と
、
明

年
の
世
中
如
何
と
心
配
罷
在
候

翌
二
年
正
月
廿
日
に
も
、
「
今
日
は
十
九
日
の
処
、
暦
の
廿
日
に
御
直
被
成
候
事
」
と
あ
り
、
三
戸
で

も
十
九
日
を
削
除
し
て
、
十
八
日
か
ら
廿
日
へ
飛
ば
し
た
こ
と
に
な
る
。
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青
森
県
十
和
田
市
に
関
わ
る
『
三
本
木
開
拓
誌
』(

『
三
本
木
開
拓
誌
』
復
刻
刊
行
会)

に
も
、
文
久
二

年
が
私
大
で
あ
り
、
翌
三
年
の
記
事
に
「
正
月
元
旦

私
大
晦
日
（
ち
の
へ
申
）
晴
静
お
日
和
」
と
あ
り
、

二
日
を
元
旦
に
直
し
、
十
九
日
を
抜
か
し
た
。
元
治
元
年
も
私
大
で
あ
り
、
翌
慶
応
元
年
正
月
に
は
「
私

大
に
付
十
九
日
を
廿
日
に
相
直
し

改
正
」
と
あ
っ
た
。

明
治
元
年
も
私
大
で
あ
っ
て
、
上
山
守
古
の
『
日
記
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

明
治
二
年
正
月
十
七
日

一

御
旧
例
の
通
、
来
ル
十
九
日
二
十
日
ニ
御
直
被
成
候
旨
、
御
触
流
有
之

逆
に
私
大
が
守
ら
れ
な
か
っ
た
例
も
い
く
つ
か
あ
る
。

『
雑
書
』
の
文
化
九
年
十
二
月
六
日
に

「
前
々
よ
り
私
大
の
節
は
、
暦
の
元
日
を
晦
日
と
相
心
得
、
門
松
立
来
候
得
共
、
門
松
之
儀
ハ
一
両
三
日

早
く
立
候
類
も
世
上
有
内
之
事
故
、
向
後
私
大
の
節
は
御
国
の
廿
九
日
、
暦
の
晦
日
ニ
門
松
立
可
申
候
、

其
外
正
月
の
祝
式
は
、
是
迄
の
通
相
心
得
可
申
事
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
門
松
は
大
晦
日
に
立
て
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
少
し
早
め
に
立
て
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
私
大
の
年
に
は
十
二
月
廿
九
日
に
、
す
な
わ
ち
頒
歴
の
大
晦
日
に
立
て
よ
、
と
指
示
し
た
わ
け
で

あ
る
。

こ
れ
を
承
け
て
、
文
化
十
四
年
私
大
の
年
に
、
「
宮
古
御
水
主
文
書
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

門
松
建
方
の
儀
は
、
文
化
九
年
御
沙
汰
被
成
置
候
得
共
、
尚
又
為
念
此
旨
為
相
心
得
、
右
之
通
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一

門
松
建
方
の
儀
は
、
暦
の
廿
九
日
相
建
可
申
事

一

来
正
月
暦
の
元
日
を
、
晦
日
に
い
た
し
可
申
事

盛
岡
藩
五
戸
の
多
門
院
に
は
次
の
よ
う
な
文
書(

青
森
県
立
図
書
館
所
蔵)

が
残
っ
て
お
り
、
宗
教
行
事

で
は
私
大
を
守
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

「

覚

私
大
節
は
角
松
廿
九
日
に
立
つ
べ
き
こ
と
。
私
大
の
祝
寺
院
で
は
廿
九
日
を
晦
日
、
元
日
、

二
日
、
三
日
は
祈
祷
を
厳
守
の
こ
と

」
（
八
二
文
書
の
要
旨
）

「

覚

十
二
月
小
の
年
は
前
々
よ
り
私
大
と
被
成
、
年
始
御
祝
成
、
其
外
共
ニ
御
家
風
の
通
、
御

祝
被
成
候
得
共
、
諸
寺
院
ニ
於
ゐ
て
御
祈
祷
勤
行
并
宗
法
等
の
儀
は
、
一
統
御
旧
例
ニ
相
抱
不
申
、
十
二

月
小
の
年
は
、
廿
九
日
を
晦
日
ニ
用
ひ
、
元
日
二
日
三
日
三
ケ
日
御
祈
祷
相
勤
、
都
て
勤
行
等
の
儀
は
内

并
暦
の
通
相
心
得
可
申
事

十
月
（
年
号
欠
）

」
（
一
四
二
文
書
）

南
部
地
方
独
特
の
盛
岡
絵
暦
（
い
わ
ゆ
る
盲
暦
）
は
民
間
に
広
く
流
布
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
は
十
二

月
小
も
み
ら
れ
る
（
岡
田
芳
朗
『
南
部
絵
暦
』
）
の
で
、
私
大
が
守
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
よ
う
だ
。

た
だ
し
、
印
刷
物
に
私
大
を
記
す
の
は
、
遠
慮
し
た
と
い
う
見
方
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

慶
応
三
年
の
暮
れ
に
盛
岡
藩
士
那
珂
梧
楼
は
、
江
戸
金
地
院
で
謹
慎
し
て
い
た
（
『
幽
囚
日
記
（
那
珂

梧
楼
日
記
）
』
）
。
そ
の
日
記
に
よ
る
と
、
十
二
月
三
十
日
に
「
今
日
は
暦
の
元
日
な
る
に
よ
り
、
御
礼
と

し
て
御
登
城
あ
り
」
。
そ
し
て
翌
明
治
元
年
正
月
十
九
日
の
日
付
は
な
く
、
廿
日
に
は
「
御
恒
例
ニ
よ
り
、
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十
九
日
一
日
御
遺
し
に
て
廿
日
と
な
さ
れ
た
る
也
」
と
記
し
て
い
る
。

そ
し
て
次
の
よ
う
な
漢
詩
を
残
し
て
い
る
。

私
大

敢
将
歳
序
論
公
私

三
代
制
田
三
代
為

珍
重
邦
基
屹
不
動

春
風
一
日
入
場
遅

盛
岡
で
は
江
戸
屋
敷
と
連
絡
を
す
る
と
き
に
、
私
大
の
翌
年
正
月
の
日
付
が
食
い
違
う
こ
と
が
あ
る
。

そ
こ
で
「
江
戸
表
去
ル
十
五
日
立
五
日
振
の
飛
脚
」
と
、
頒
暦
の
日
付
で
記
さ
れ
て
い
る
。

二
ー
三

旅
行
者
の
報
告

寛
政
年
間
に
盛
岡
藩
領
の
下
北
半
島
で
過
ご
し
た
菅
江
真
澄
は
、
あ
る
年
に
人
々
が
元
日
に
な
っ
て
も

正
月
を
祝
わ
ぬ
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
を
日
記
に
記
し
て
い
る
。

「
寛
政
四
年
十
二
月
三
十
日

わ
た
く
し
大
な
と
い
ふ
わ
さ
も
あ
ら
て
、
た
た
こ
よ
み
の
は
か
せ
に
ま

か
せ
た
り
」
（
読
点
を
適
当
に
挿
入
し
た
。
「
牧
の
冬
か
れ
」
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
三
巻
）
。

「
五
年
十
二
月
廿
九
日

小
な
れ
は
こ
と
し
も
け
ふ
に
く
れ
な
ん
と
す
、
（
中
略
）
あ
け
な
は
あ
ら
玉
の

と
し
の
は
し
め
な
か
ら
、
こ
の
国
の
ふ
り
と
し
て
、
し
は
す
に
あ
れ
は
、
わ
た
く
し
大
と
い
う
こ
と
を
し

て
、
む
つ
き
の
朔
の
よ
を
除
夜
に
さ
た
む
れ
は
、
い
ま
た
と
し
は
て
ぬ
こ
こ
ち
す
れ
と
、
こ
よ
ひ
を
か
き
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る
な
ら
ひ
に
猶
お
し
ま
れ
た
り
」
。

「
寛
政
六
年
一
月
一
日

こ
と
し
寛
政
六
と
い
う
朝
裳
吉
木
兄
（
あ
さ
も
よ
し
き
の
え
）
の
と
し
、
五
日

の
風
う
そ
ふ
き
お
こ
す
寅
の
は
る
、
む
つ
き
の
朔
に
あ
た
れ
る
け
ふ
を
、
去
年
に
か
そ
へ
て
入
て
け
る
た

め
し
は
」
（
『
奥
の
手
ぶ
り
』
同
）

旅
芸
人
の
富
本
繁
太
夫
も
私
大
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
（
「
筆
満
可
勢
」
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集

ま

か

せ

成
』
第
三
巻
）
。
文
政
十
一
年
は
私
大
の
年
で
あ
っ
た
。

「
南
部
国
風
に
て
、
大
晦
日
を
私
大
と
名
付
て
、
小
の
月
は
大
に
直
し
、
元
日
が
大
晦
日
也
。
年
明
け
て

正
月
十
九
日
に
御
上
よ
り
、
今
日
よ
り
廿
日
と
御
触
出
る
。
」
（
十
二
月
廿
五
日
）
。

「
当
年
大
晦
日
な
れ
と
も
、
前
に
記
す
わ
た
く
し
大
に
な
し
、
翌
日
大
晦
日
と
な
る
。
」

三

八
戸
藩
の
私
大

三
ー
一

八
戸
藩
庁
日
記
の
私
大

八
戸
藩
は
寛
文
四
年
に
盛
岡
藩
か
ら
分
離
し
て
成
立
し
た
。
翌
五
年
か
ら
八
戸
藩
庁
日
記(

「
目
付
所

日
記
」
、
後
に
「
勘
定
所
日
記
」
も
。
以
下
、
日
記
と
略
称
す
る)

が
作
ら
れ
て
い
る(

八
戸
市
立
図
書
所

蔵)

。
こ
の
年
は
私
大
だ
が
、
十
二
月
の
日
記
は
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、
私
大
を
確
認
で
き
な
い
。

翌
六
年
も
私
大
に
な
る
が
、
日
記
は
現
存
せ
ず
、
ま
た
翌
七
年
の
日
記
は
七
月
以
前
が
紛
失
し
て
い
る
の

で
、
私
大
を
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
年
も
私
大
に
な
り
、
十
二
月
廿
九
日
の
後
に
三
十
日
の
記
事
が
あ
る

が
、
私
大
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
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し
か
し
翌
八
年
正
月
大
に
は
、

当
月
ハ
雖
為
大
御
家
御
祝
儀
旧
冬
極
月
小
へ
一
日
入
候
ニ
て
、
今
月
小
ニ
被
遊
故
、
万
事
廿
九
日
晦
日

と
あ
り
、
廿
九
日
で
終
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
年
も
ま
た
私
大
に
な
っ
た
。
十
二
月
三
十
日
の
記
事
は
簡
単
に

「
極
月
小
た
り
と
い
へ
ど
も
、
依
御
吉
例
、
正
月
一
日
極
月
へ
一
日
入
」
と
あ
る
。
翌
九
年
正
月
小
は
廿

九
日
ま
で
全
て
の
日
付
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
も
ま
た
私
大
で
あ
る
が
、
十
二
月
小
は
廿
八
日
で

終
わ
っ
て
い
る
。
翌
十
年
の
日
記
は
現
存
し
な
い
。

こ
の
後
の
私
大
は
、
前
記
の
「
盛
岡
藩
と
八
戸
藩
と
の
私
大
」
比
較
表
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
工
藤

氏
は
文
政
九
年
ま
で
を
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
私
大
に
つ
い
て
興
味
深
い
記
事
を
紹
介
す
る
。

宝
永
元
年
は
私
大
で
あ
り
、
翌
二
年
の
正
月
大
は
日
付
は
廿
二
日
が
欠
け
て
、
廿
三
日
に
「
今
日
よ
り

改
日
」
と
あ
り
、
三
十
日
で
終
わ
る
。
こ
の
年
も
ま
た
私
大
で
あ
り
、
翌
年
正
月
廿
二
日
に
は

一

今
日
よ
り
暦
の
通
日
改
ニ
付
、
廿
一
日
略
之

と
あ
り
、
廿
一
日
の
日
付
が
な
く
、
三
十
日
で
終
わ
っ
て
い
る
。

こ
う
い
う
経
過
を
た
ど
っ
て
、
八
戸
藩
で
は
私
大
の
翌
年
正
月
の
廿
一
日
を
削
除
し
て
、
頒
暦
と
日
付

を
合
わ
せ
る
と
い
う
修
正
法
が
確
定
し
た
、
と
い
え
る
。

さ
て
、
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
私
大
は
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
か
。

寛
延
元
年
正
月
十
八
日
に
は
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一

私
大
ニ
付
、
来
ル
廿
一
日
廿
二
日
と
相
改
候
間
、
右
之
趣
ヲ
以
、
市
中
江
罷
出
候
様
、
御
代
官
共
江

申
付
候
様
ニ
、
御
勘
定
頭
江
申
達
ス

と
指
示
が
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
翌
二
年
正
月
二
十
一
日
に
は

一

私
大
ニ
付
、
明
廿
二
日
よ
り
暦
之
通
相
直
り
候
ニ
付
、
明
後
廿
三
日
市
相
立
候
様
、
御
町
奉
行
・
御

勘
定
頭
江
被
仰
付

今
日
よ
り
暦
之
通
相
直
ル

と
記
さ
れ
て
い
る
。

廿
三
日
に
市
が
立
つ
わ
け
だ
が
、
廿
一
日
を
抜
く
か
ら
、
廿
三
日
が
一
日
早
く
来
る
こ
と
を
、
領
内
へ

周
知
さ
せ
た
わ
け
で
あ
る
。
人
々
は
日
付
の
修
正
法
に
な
れ
て
い
な
い
た
め
、
通
達
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

宝
暦
七
年
十
二
月
晦
日

一

今
日
暦
之
元
日
之
処
、
御
家
例
を
以
晦
日
ニ
被
成
御
祝

と
こ
ろ
で
、
日
付
の
修
正
は
、
廿
日
か
ら
翌
日
に
な
る
真
夜
中
を
境
に
し
て
、
廿
一
日
を
削
除
し
て
、

廿
二
日
へ
飛
ぶ
と
考
え
る
の
が
普
通
だ
ろ
う
。
し
か
し
興
味
深
い
こ
と
に
は
、
日
付
が
何
時
か
ら
訂
正
さ

れ
る
の
か
と
い
う
説
明
も
あ
る
。
宝
暦
四
年
正
月
廿
日
の
日
付
の
下
に
、
「
昼
よ
り
暦
ノ
廿
一
日
直
ル
」

と
あ
る
。
正
月
廿
日
の
午
前
は
廿
日
、
午
後
は
廿
一
日
、
そ
し
て
翌
日
は
廿
二
日
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
た

だ
し
こ
の
よ
う
な
記
事
は
一
例
だ
け
で
あ
る
。

人
々
は
次
第
に
日
付
修
正
法
に
な
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
も
う
日
付
修
正
の
通
達
は
出

さ
な
く
て
も
よ
い
、
と
藩
は
判
断
し
た
。
明
和
五
年
正
月
十
五
日
に
、
日
付
を
訂
正
す
る
が
、
こ
れ
か
ら
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は
触
れ
を
出
さ
な
く
て
も
よ
い
と
指
示
し
た
。

一

私
大
ニ
付
、
来
廿
一
日
廿
二
日
と
改
候
ニ
付
、
御
触
書
御
勘
定
頭
并
御
町
奉
行
へ
御
渡
被
成
、
尤
以

来
私
大
の
節
ハ
御
触
書
被
指
出
間
舗
の
旨
、
書
加
被
指
出

こ
の
後
は
、
私
大
の
翌
年
に
は
達
し
が
な
く
て
も
、
正
月
廿
一
日
の
日
付
が
削
除
さ
れ
、
廿
二
日
へ
飛

ぶ
と
い
う
風
習
が
、
明
治
ま
で
続
い
た
。

三
ー
二

藩
庁
日
記
以
外
の
私
大

八
戸
藩
の
藩
士
は
当
然
な
が
ら
私
大
の
風
習
を
守
っ
て
い
た
。
い
く
つ
か
の
日
記
を
見
て
み
よ
う(

い

ず
れ
も
八
戸
市
立
図
書
館
所
蔵)

。

川
勝
家
の
宝
暦
三
年
十
二
月
晦
日(

廿
九
日
の
翌
日)

一

今
朝
門
松
建
御
年
た
な
へ
か
さ
り
、
夕
御
膳
祝
上
也
、
夕
飯
祝
、
下
々
へ
も
肴
酒
遣

一

歳
暮
御
祝
儀
罷
上
候
様
昨
日
御
廻
状
ニ
付
、
夕
方
よ
り
能
し
め
着
用
ふ
く
さ
小
袖
着
用
、
鑓
の
し
返

の

罷
上中

里
家
の
安
永
六
年
正
月
廿
二
日

晴
の
下
に
、
「
今
日
よ
り
暦
ニ
直
、
廿
一
日
な
し
、
廿
二
日
ニ
成

ル
」
と
あ
る
。

寛
政
六
年
正
月
廿
二
日

一

今
日
よ
り
暦
ニ
相
直
リ
、
廿
一
日
無
之

文
化
三
年
正
月
廿
二
日
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一

今
日
よ
り
暦
之
通
相
直
ル

遠
山
家
の
文
政
十
一
年
正
月
廿
二
日

一

旧
臘
私
大
付
、
今
日
廿
二
日
ニ
相
成

明
治
二
年
正
月
に
は
廿
日
か
ら
廿
二
日
へ
日
付
を
飛
ば
し
て
い
る
が
、
何
の
注
記
も
な
い
。

三
ー
三

私
大
の
受
け
止
め
ら
れ
方

八
戸
藩
内
で
は
私
大
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

問
題
は
、
盛
岡
藩
と
同
じ
く
宗
教
面
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
い
く
つ
か
を
拾
っ
て
み
る
。

延
享
二
年
閏
十
二
月
晦
日

一

殿
様
四
時
、
南
宗
寺
へ
被
遊
御
仏
詣
、
即
刻
被
遊
帰
、
右
ハ
当
年
私
大
ニ
付
、
来
正
月
元
日
暦
の
二

日
ニ
て
御
精
進
の
処
、
今
日
へ
御
取
越
被
遊
候
付
、
右
の
通
也

享
保
十
七
年
正
月
七
日

一

今
日
暦
之
八
日
ニ
付
、
八
時
過
法
霊
・
神
明
・
長
者
山
三
社
江
御
社
参
、
夫
よ
り
南
宗
寺
・
本
寿
寺

江
御
仏
参
、
御
烏
帽
子
御
大
紋
為
召
御
出
、
御
先
供
之
内
壱
人
御
烏
帽
子
箱
持
相
勤
之

正
月
二
日
は
藩
主
の
精
進
日
で
あ
る
が
、
私
大
の
翌
年
に
は
八
戸
藩
内
で
は
こ
れ
が
元
日
に
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
こ
で
年
内
に
そ
れ
を
済
ま
せ
た
。
盛
岡
藩
で
は
精
進
日
は
頒
暦
の
日
付
で
行
な
わ
れ
る
の
と
は

対
照
的
で
あ
る
。

宝
暦
五
年
十
二
月
廿
五
日


